
 １ 

令和８年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立東綾瀬中学校 

校長   金子 哲朗   

１ 学校教育目標 

人間尊重の精神を基盤に、予測不可能な社会で、夢や希望をもって生き抜く力と、豊かな人間性の育成を目指す。 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

関わる全ての人にとって「安心・安全な学校」を目指して 

・人権尊重の意識を高める   ・生徒一人一人の個性を見出し、個に応じた指導の徹底を図る 

・疑問（ふしぎ）をもたせる授業展開を図りキャリア教育に繋げる 

○児童・生徒像 
・主体的に考え、共に学び続ける生徒       ・他を思いやり、地域と共に歩む生徒 

・心身ともに健康で、たくましく生きる生徒 

○教師像 

・教育への情熱をもち、常に資質向上に努め、真のプロを目指す教師 

・生徒に寄り添い、情熱をもって職務を遂行する教師  

・社会的責任を自覚し、生徒・保護者・地域から信頼される教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
 

＜現状＞ 

・PBSを中心とした統一した指導観が徐々に浸透しだしていることで、生徒の自己肯定感の向上が見られている。 

・生徒会を中心とした諸活動を行うとともに、地域社会におけるボランティア等で活躍する生徒も定着している。 

＜課題＞ 

・ICT機器を各教員は比較的安定的に利用しているが、組織として効果的な活用方法が見いだされていない。 

・学校図書館での学習を中心としたメディア活用の充実が必要。 

 

４ 重点的な取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） Ｒ:令和 

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ 

１  学力向上アクションプラン ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 豊かな心をもつ生徒の育成 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ ICT機器及び学校図書館の有効活用 〇 〇 〇 〇 〇 
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５ 令和８年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
 

学習者主体の視点をもった授業改善・学力向上 

〇令和８年度区調査 
通過率６８％ 

〇年度末到達度確認テスト 
正答率６５％  

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
規
・
継
続 

アクション 

プラン 

対象学年 

実施教科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内容 

(誰が、何を、どのように) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

１
継
続 

授業の充実 
全学年 

全教科 
年２回 

足立スタンダードに即した授業改

善と効果的な ICT機器を活用した授

業の実践 

年２回の授業観察時に実施の確認 

 

全ての教員の実施を確認し、効果的な授

業方法の工夫を検討する。 

２
継
続 

主体的に取

組む態度の

育成 

全学年 

全教科 
通年 

宿題や授業等での課題解決のため

の仕掛けづくり 

①保護者アンケート 

②生徒アンケート 

①適切に課題を出している 70％以上 

②自学自習のやり方について示されて

いる 70%以上 

３
継
続 

サマースク

ール 

全学年 

3教科等 

夏 季 休

業日中 

・基礎学力の定着 

・小学校教員・学生ボランティアに

よる支援 

事後テスト 正答率 10ポイント上昇 

４
新
規 

ICTの活用 
全学年 

全教科 
通年 

全ての教科において、ICT を活用し

た授業の実践 
生徒アンケート 関連事項 80%以上 

５
新
規 

学習者主体

の授業展開

の充実 

全学年 

全教科 
通年 

足立スタンダード「めあて（問い）」

「生徒の活動」「振り返り」の徹底 

自己申告時の各教員へのヒアリン

グ 

自らの授業実践を振り返らせ、意識の高

まりを見取る 



 ３ 

 

重点的な取組事項－２ 豊かな心をもつ生徒の育成 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 

ウェルビーイング達成のため自己有用感の向上 生徒意識調査における関連質問項目の向上 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 

PBS（ポジティブな行動支援）による

自己肯定感・有用感向上 

・区学力調査・生徒意識調査・校内アンケートの関連  

項目の肯定的割合 80％以上 

・校内研修 

・小中連携研修 

・生徒会活動の充実 

キャリア教育の充実 
・区学力調査・生徒意識調査のキャリ形成意欲につい
て肯定的割合 60％以上 

・計画的なキャリア教育の充実 

・外部講師を招へいした授業・行事の充実 

教育相談の充実 
・不登校出現率、前年度比１ポイント減 

・WEBQU の学校満足度結果 2 回目の上昇 

・全生徒の指名制（全教員対象）による 2者面談実施 
・教育相談部会の実施（毎週） 

WEBQUの有効活用 ・WEBQUの学校満足度結果 2回目の上昇 ・実施後に学年による分析・判断・実施 
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重点的な取組事項－３ ICT機器及び学校図書館の有効活用 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 

ICT機器の活用及び学校図書館の活用による「主体的・対話的で深い学び」の実現 区学力調査の「自ら学ぶ力」についての関連設問で肯定的な回答 70%以上 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 

AIドリル有効活用 
・生徒活用率 100% 

・生徒アンケートで、活用したという回答 80%以上 

 

 

・放課後の AIドリルの時間の設定 

・授業や家庭学習での活用促進 

 

授業での ICT活用 
・生徒アンケートで、授業で ICT機器を活用している
と答えた割合 80％以上 

 
 
・管理職による授業観察 
・ICT支援員や担当教員による活用提案 

学校図書館の活用 
・生徒の貸し出し冊数前年度比+5point 
・昼休みや放課後の学校図書館の有効活用 

 
 
・学校司書を中心とした学校図書館の充実 
・昼休みや放課後の学校図書館活用者の増加 

 
 
 
 
 


